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みんなとともに笑顔いっぱい －「学びあい」「認めあい」「高めあい」 －

 

 

 

  
本日は、学校へ足をお運びいただき、ありがとうございます。授業参観の方法も「コロナ禍」前のよ 

うに戻すことはできませんが、工夫しながらお子さんの姿をご覧いただく機会をつくっていきます。で 
きれば、学級懇談会にも全員にお残りいただいて、他の保護者の方との交流を楽しんでいただければ幸 
いです。親にとっての学びの場は少ないものです。そんな学びの場にしていただけると、うれしいです。 
 

「家庭と連携」して、子どもたちの「健やかな成長」に寄与していきます 
 
◇令和3 年度「３つの約束」 
 
 お子さんを安心してお預けいただけるよう、次のことをお約束いたします。保護者の皆様も、お子さんにつ
いての悩みなどを気軽にご相談いただけますと、ありがたく思います。 
 
〈約束１〉「新型コロナウイルス感染症への対策」を講じながら、「安心できる環境」のもとで、子どもたち

の「日々の学び」を積み重ねていきます。  
  〇「新しい生活様式」の定着を図る。（検温、マスク着用、手指の消毒、三密の回避） 
  〇  定期的な「消毒作業」を行う。   （スクールサポートスタッフ、シルバー人材センターによる消毒作業） 
 
〈約束２〉本校にかかわる「すべての方の笑顔の実現」のために、特に子どもや保護者の方の「悩み」に真摯

に向き合い、その「解決」にあたっていきます。  
  〇「個別懇談」の機会を設ける。     （４月…希望者、７月…全家庭、年間…随時） 
  〇  個々の子どもの「課題」に向き合う。（いじめや不登校等への対応、SCやSSWとの連携）  
 
〈約束３〉本校の「学校運営」にかかわる方針や、子どもたちの「日々の様子」の情報を発信し、「開かれた

学校づくり」に努めていきます。  
  〇「本校web ページ」に日々の出来事を載せる。（行事や授業時の写真を中心に） 
  〇「学校だより」を紙ベースで発行する。     （学校運営に関する情報を中心に） 
 
 ※ 教職員の「働き方改革」にも取り組み、教職員が「授業」に集中し、健康で明るく｢子どもに向き合う｣

ことができるように努めていきます｡ 
 ※ 新型コロナウイルス感染症の感染状況を確認しながら、外部人材を活用していきます。（福大の学生ボ

ランティアの活用を再開します。） 
 ※ 力丸正子ハートサポート相談員が毎週木曜日に来校しています。保護者の方の相談も行いますので、よ

ろしければお声かけください。突然の相談でも大丈夫です。 
 
【校長のつぶやき】 その６７ 「歯磨きの点検」 
 
 ひょんなことから歯医者に通うようになった。土曜日に予約を入れているのだが、予約を入れられるのは２
週間に１回のペースである。私の通っている歯科医院では、月初めには、「歯磨きの指導」がある。磨き残し
がないかを点検して、私にあった歯磨きの方法を個別に教えてくれる。前回は左の上の磨き方がわるかったの
で気を付けていたが、今回は左下に磨き残しがあると言う。考えてみると、磨き残しは注意されるのだが、よ
く磨けているところをほめられることはない。また、毎回注意されるところが違っていて“イタチごっこ”の
状態である。歯科医院は“親切心”で磨き方を教えてくれているのだが、こちらは月初めの歯医者通いが“苦
痛”になってきた。よく磨けていない自分がダメなことを重々承知の上で、「他山の石」にしようと思った。 
 
 
【校長のつぶやき】 その６８ 「桜 満開」 
 
 妻の実家に桜（種類は分からない）があるのだが、雪の重みで太い枝が折れてしまった。今回の冬は雪が多
く、木々へのダメージは大きなものがあった。枝を片付けようと思いよく見てみると、折れた太い枝にある細
い枝の“桜のつぼみ”が膨らんでいる。そのままにしておくのも「かわいそう」に思うとともに、もしかした
ら「花が咲くかもしれない」と思い、細い枝を切って自宅に持ち帰ってみた。花瓶に入れて置いておくと、次
第につぼみは膨らみ、かわいらしい花が咲いた。あちらもこちらも花が咲き、今は「満開」である。コロナ禍
で外での「お花見」は通りすがりであったが、室内でじっくりと「お花見」をし、その生命力を感じている。 

 
 


